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明日から、子どもたちが楽しみにしている夏休みが始まります。 

本日７月 19 日（金）、無事に１学期の終業式を迎えることができましたのは、 

保護者の皆様のご理解とご協力のおかげです。ありがとうございました。 

 終業式では、「いい顔であいさつをしよう」「いい声をひびかせよう」「いい心を広げよう」の３つ合言葉 

を振り返りました。そして「みんなのあいさつは、周りの人を笑顔にしていた」ことを伝えました。 

「挨拶（あいさつ）」という言葉の意味を調べると、「挨」…心を開く、「拶」…相手に近づく、という意 

味があるそうです。友だちと仲良くするためには、相手に心を開き、自分から相手に話しかけることが大

切です。つまり、そこには必ず「挨拶」があるということだと思います。 

 夏休み中は、学校以外の場でもたくさんの人と「挨拶」を交わすことがあるかと思います。諸富北小学 

校の子どもとして、自信をもって相手の心に響く「挨拶」を続けてくれることを期待しています。 

 ２学期の始業式に、子どもたちが笑顔いっぱいで登校してくることを、職員一同、楽しみにしています。 

 

 

４年生以上は、７月から週末に学習用端末（以下、タブレット PC）を持ち帰っています。活用の様

子はいかがでしょうか。持ち帰る前には、４年生以上の子どもたちを体育館に集め、タブレットＰＣの

良さと怖さ、使うためのルールなどを、しっかりと指導をしました。 

今回、夏休み中も持ち帰り、学習に活用します。学習の内容については、各学年で話をしています。

また、夏休み中は、家庭で充電できるようにアダプターも持ち帰っています。 

日々の自分の学習に活用するために、ルールを守って使用するよう、保護者の皆様のご協力をお願い

いたします。 

 

 

６月 26 日（水）、２年生が「まちたんけん」に行きました。３つ 

のグループに分かれ、諸富町公民館、諸富交番、西村歯科などを見 

学させていただきました。見学先では、建物の中の様子や機械・道 

具などを見せていただき、子どもたちの質問にも丁寧に答えていた 

だきました。子どもたちは興味深く施設の方の話を聞き、一生懸命 

メモを取っていました。普段何気なく目にしている建物ですが、仕 

事の内容について知ることができ、大変勉強になりました。 

ご協力いただいた施設の方々、また、引率を快く引き受けてくだ 

さった保護者の皆様、ありがとうございました。 

 

学校教育目標  ＜ 夢をもち ふるさとを大切に思う児童の育成 ＞ 

１学期間のご協力 ありがとうございました 

もろきた通信 

学習用端末（タブレット PC）を持ち帰っています 

２年生 「まちたんけん」に行きました 

夏休み中の登校日は

ありません 



 

 

６月 28 日（金）に行う予定だった５年生の田植えは、大雨のた 

め前日に中止となってしまいました。しかし、当日は雨が上がった 

ので、JA の巨勢様に学校に来ていただき、苗の植え方を教えていた 

だきました。その後子どもたちは、一人ずつ１本ずつ準備した「ペ 

ットボトル」に苗を植えました。泥だらけの手で苗を持ち、ペット 

ボトルに入れた土に植えていきました。植え終わった後は質問タイ 

ムです。子どもたちは疑問に思うことを次々に質問していきました。 

秋に稲穂が実ることが楽しみです。 

  また、７月 11 日（木）には、久保田町にある森永建設と富士町 

にある富士建の方に来ていただき、建設業について学びました。森 

永建設の方には、有明沿岸道路の建設についてお話していただきま 

した。また、富士建の方には、重機の遠隔操作による操縦について 

お話していただき、実際にミニチュアの重機とリモコンを使って操 

縦させていただきました。子どもたちは、上手に重機を動かし、ボ 

ールをうまく運んでいました。成功すると拍手と歓声がおこってい 

ました。 

  農業と建設業、仕事の内容は違っていても、「職業」について考え 

た貴重な時間となりました。 

 

 

短い水泳の授業でしたが、最後はどの学年も「着衣泳」を学習しまし 

た。誤って水に落ちてしまったときに、慌てず浮き続けて溺れないよう 

にするための練習です。子どもたちは、水着と違って洋服を着て水に入 

ると体が重く思うように泳げないことや水の流れに体が流されることを 

体験しました。また、ペットボトルを使って上手に浮く練習もしました。 

子どもたちはペットボトル１つで体が浮くことにとても驚いていました。 

水の事故は決してあってはならないことです。まずは事故にあわない 

ように十分に気を付けて生活することが必要です。保護者の皆様のお声 

掛けもよろしくお願いします。 

 

 

 ７月 18日（木）、６年生は、保護司の松田美恵先生に「社会を明るく 

する運動に参加しよう」というテーマで授業をしていただきました。更生 

保護とは何か、保護司とはどんな人かなど分かりやすくお話してただきな 

がら、「いい判断がいい行動を生み、いい将来いい自分をつくっていく」と、 

子どもたちのこれからの生き方についても考えさせていただきました。 

 夏休み前の心に残る授業となりました。 

プールでの学習、最後は着衣水泳です 

５年生 農業と建設業について学びました 

６年生 「生きる力は君の中で育っていく」  


